
　

市
は
、
昨
年
10
月
、
平
成
25
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

『
中
期
財
政
見
通
し
』
と
『
大
型
事

業
推
進
プ
ラ
ン
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
予
算
は
、
こ
れ
ら
の
作

成
後
に
編
成
す
る
は
じ
め
て
の
予
算

に
な
り
ま
す
。

し
、
こ
れ
を
指
針
に
計
画
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
見
通
し
で
は
、
基

金
の
活
用
を
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

平
成
26
年
度
予
算
で
は
、
5
億
4
千

万
円
の
取
り
崩
し
を
計
上
し
ま
し
た
。

※ 

基
金
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
市
の

貯
金
で
す
。
中
期
財
政
見
通
し
は

決
算
額
を
基
本
に
作
成
し
て
い
る

た
め
、
予
算
と
の
比
較
で
は
5
億

4
千
万
円
の
乖か

い

離り

が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

市
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
を
期
間

と
す
る
新
た
な
財
政
見
通
し
を
作
成

中
期
財
政
見
通
し
に
比

べ
て
、
平
成
26
年
度
予

算
は
ど
う
な
っ
た
の
か

な
？

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン

の
事
業
は
、
平
成
26
年

度
に
ち
ゃ
ん
と
実
施
さ

れ
る
の
か
し
ら
？

市
は
、
中
期
財
政
見
通

し
を
指
針
に
、
大
型
事

業
推
進
プ
ラ
ン
の
事
業

を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
や
経
済
活
性
化
な
ど
に
優
先
し

て
お
金
を
配
分
す
る
方
針
で
、
平
成

26
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
予
算
の
概
要
と
ポ
イ

ン
ト
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
前
年
度
に

比
べ
11
億
１
千
700
万
円

多
く
な
り
ま
し
た
。
大
型
事
業
推
進

プ
ラ
ン
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と

や
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
給
付

金
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要

因
で
す
。

　

市
の
3
つ
の
会
計
（
※
）
の
う
ち
、

福
祉
や
教
育
、
経
済
対
策
な
ど
市
の

基
本
的
な
事
業
を
行
う
の
が
『
一
般

会
計
』
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

201
億
9
千
200
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

※ 
市
の
会
計
は
、
家
庭
に
置
き
換
え

る
と
財
布
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
は
、
喫
緊
の
大
型
事
業
に
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
平
成
32

年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
大
型
事
業

推
進
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
平
成
26
年

度
予
算
に
も
こ
れ
を
着
実
に
反
映
し

ま
し
た
。

　

民
間
企
業
同
様
、
独
立
採
算
を
原

則
と
す
る
事
業
を
行
う
の
が
『
企
業

会
計
』
で
す
。

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
（
※
）

は
企
業
会
計
で
運
営
し
て
お
り
、
平

成
26
年
度
の
企
業
会
計
予
算
の
合
計

は
52
億
6
千
470
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

下
水
道
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
企
業
会
計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険

事
業
な
ど
、
使
途
が
決
ま
っ
た
収
入

（
※
）
で
運
営
す
る
事
業
を
行
う
の

が
『
特
別
会
計
』
で
す
。

　

市
に
は
6
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、

平
成
26
年
度
の
特
別
会
計
予
算
の
合

計
は
114
億
3
千
660
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

※
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
で
す
。

中
期
財
政
見
通
し
と

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン

一
般
会
計
予
算

 

201
億
9
千
200
万
円

特
別
会
計
予
算

 

合
計
114
億
3
千
660
万
円

企
業
会
計
予
算

 

合
計
52
億
6
千
470
万
円

平成26年度予算の紹介

市のお金の使い方
市はどうお金をやりく
りしているのかしら？

市はどんなことにお金を
使うんだろう？

財政担当職員

　平成26年度の市の予算は、 3月に行われた
市議会の第１回定例会で議決され、成立しま
した。
　今号では、平成26年度予算について、職員
が、皆さんの疑問に答える形で、表やグラフ
を使ってわかりやすく解説します。

湯ノ町　かなさん
　大鬼さんと結婚し、こ
のまちに暮らす28歳。も
うすぐ生まれる子どもの
将来に思いをはせる毎日

湯ノ町　大鬼さん
　登別で生まれ育ち、今
もこのまちに暮らす30歳。
5月にはめでたくパパに
なる予定

【
中
期
財
政
見
通
し
】

【
大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
】
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市税
51.7億円

（+0.7億円） 
26%

地方交付税
56.4億円
（±0） 
28%

国・道支出金
42.0億円

（＋4.5億円）
21%

総額
201.9億円
（　）は対前年度

増減額

市債
22.5億円

（＋4.6億円） 
11%

その他
29.3億円

（＋1.3億円） 
14%

民生費
71.1億円

（＋3.3億円） 
35%

衛生費　
14.1億円

（＋1.3億円）
7%

土木費
19.3億円

　（＋1.7億円） 
9%

教育費
11.8億円

（＋2.4億円） 
6%

公債費
29.5億円

（－1.5億円） 
15%

その他
18.4億円
9%

給与費
37.7億円

（－0.2億円）
19%

総額
201.9億円
（　）は対前年度

増減額

　

平
成
26
年
度
の
支
出
を
見
積
も
っ
た

と
こ
ろ
201
億
9
千
万
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
収
入
は
196
億
5
千
万
円
し
か
見
込

め
な
か
っ
た
た
め
、
基
金
（
貯
金
）
か

ら
5
億
4
千
万
円
を
下
ろ
す
予
定
で
す
。

も
し
も
の
時
に
使
え
る
市

の
貯
金
は
5
億
円
以
上
も

減
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
か

？
こ
れ
か
ら
大
丈
夫
な
の
か
な
ぁ
。

平
成
26
年
度
予
算
で
は
、

収
入
不
足
を
補
う
た
め
に

5
億
4
千
万
円
の
貯
金
を

下
ろ
す
予
定
で
す
。

し
か
し
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な

い
緊
急
事
態
（
収

入
の
急
激
な
減
少

な
ど
）
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
家
計
と
同

じ
く
一
定
の
蓄
え

が
必
要
で
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
貯
金

を
下
ろ
さ
な
い
よ

う
、
支
出
を
節
約

し
、
収
入
の
増
加

に
努
め
て
い
き
ま

す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
給
付
金
や
大
型
事

業
推
進
プ
ラ
ン
の
事
業

に
対
す
る
国
や
道
の
支
出
金
が
大
き

く
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
国
の
状
況

で
増
減
が
大
き
い
た
め
、
安
定
的
な

財
政
運
営
に
は
市
税
収
入
を
大
き
く

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
が
、
登
別
市

は
地
方
交
付
税
が
市
税
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

民
生
費
は
、
お
年
寄
り

の
医
療
費
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
給
付
金
を
計

上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
は
、
過
去
に
建
設

し
た
大
型
施
設
の
借
金
返
済
が
終
了

す
る
た
め
減
少
し
て
い
ま
す
。

貯
金
を
5
億
4
千
万
円

 

下
ろ
し
ま
す

歳
入

（
収
入
）

歳
出

（
支
出
）

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
『
市
税
』
と
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
『
地
方
交
付
税
』
が
収
入
の
半
分
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。

医
療
や
福
祉
に
使
う
『
民
生
費
』
が
支
出
の
3
割
以
上

を
、
職
員
に
給
料
な
ど
を
支
払
う
た
め
の
『
給
与
費
』

が
約
2
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

前
年
よ
り
国
や
道
の
支
出
金
が

増
え
て
い
る
ん
で
す
ね
？

医
療
や
福
祉
に
使
う
民
生
費
が

前
年
よ
り
大
き
く
増
え
て
い
る

ん
で
す
ね
？

市
民
か
ら
の
税
金
よ
り
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
多

い
の
ね
…

借
金
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債

費
が
前
年
よ
り
減
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
し
ら
？

● 市税　市民税や固定資産税など市が市
民の皆さんからいただくお金

● 地方交付税　人口や税収に応じて国か
ら交付されるお金

● 国・道支出金　特定の事業に対し国や
道から交付されるお金

●市債　市の借金
● その他の収入　公共施設の使用料や
サービスの手数料、基金（貯金）など
を下ろしたお金などが含まれています

● 民生費　医療や福祉などに使うお金
● 衛生費　市民の健康増進やごみ処理な
どに使うお金

● 土木費　道路や公園、市営住宅などの
建設や維持管理に使うお金

● 教育費　学校の運営や校舎の建設など
に使うお金

● 公債費　借金を返済するためのお金
● 給与費　職員に給料や退職金を支払う
ためのお金

0 2 4 6 8 10 12 14

財政調整基金
3.4

減債基金　0.6

減債基金
0.6

超過納付金
3.0

財政調整基金　6.4 超過納付金　5.4

5.4億円平成
26年度

平成
25年度

合計7.0億円

合計
12.4億円

（億円）
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商
店
街
活
性
化
事
業
に

対
す
る
支
援 

500
万
円

　

商
店
会
な
ど
が
実
施
す
る
商
店

街
活
性
化
事
業
に
対
し
、
実
施
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

【
新
規
事
業
】

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の

建
て
替
え 
１
千
840
万
円

　

老
朽
化
が
進
む
市
営
住
宅
（
千

代
の
台
団
地
）
の
建
て
替
え
を
行

う
た
め
、
基
本
構
想
の
策
定
、
測

量
調
査
と
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

【
新
規
事
業
】

ア
ー
ト
を
活
用
し
た

商
店
街
の
活
性
化 

440
万
円

　

極
楽
通
り
商
店
街
の
空
き
店
舗

に
設
置
す
る
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を

舞
台
に
、
市
が
招
へ
い
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
創
作
活
動
、
作

品
展
示
を
行
い
ま
す
。

市
道
舗
装
や
排
水
路
整
備
、

道
路
排
水
対
策
の
実
施　

 

2
億
9
千
200
万
円

　

市
道
の
舗
装
や
改
良
、
排
水
路

の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
大
雨
に
よ

る
道
路
冠
水
多
発
地
域
を
対
象
に
、

排
水
路
の
改
良
や
清
掃
を
行
い
ま

す
。

空
き
店
舗
へ
の
出
店
者
に

対
す
る
支
援 

222
万
円

　

指
定
区
域
で
空
き
店
舗
を
活
用

し
て
新
規
出
店
す
る
事
業
者
に
対

し
、
賃
借
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備　

 

4
億
8
千
601
万
円

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
を
迅
速
化

す
る
た
め
、
緊
急
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
す
る
た
め
の
無
線
設
備
、
サ
イ

レ
ン
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

起
業
化
事
業
に
対
す
る
支
援　

 

300
万
円

　

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
起
業

を
行
う
事
業
者
な
ど
に
対
し
、
起

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
新
規
事
業
】

橋
梁
の
長
寿
命
化　

 

3
千
137
万
円

　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

橋
梁
の
延
命
化
や
維
持
管
理
な
ど

の
総
経
費
の
縮
減
を
図
る
た
め
、

市
内
橋
梁
の
計
画
的
な
改
修
を
行

い
ま
す
。

経
済
分
野

 

【
持
続
的
発
展
に
向
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化
】

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
施

平成26年度の主なお金の使い道
　市は、平成26年度、これまで説明した予算によりさまざまな事業を行います。
ここからは、主な取り組みの一部を紹介します。

平成26年度は、市民の皆さんのニーズを踏まえ、 4つのポイント
（大型事業推進プラン、経済、子育て、教育）を重視して予算を
編成しました。

私たちが景気の良さを実感し、
安心して働いていけるまちに
なってほしいですね。

大型事業推進プランに盛り
込まれた事業は、着実に実
施されるんですね。

皆さんが安心して暮らしてい
けるよう、まちの経済を元気
にする取り組みを行います。

安全な市民生活を確保する
ため、推進プランの事業を
着実に実施します。
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【新規事業】
子ども・子育て会議の開催 58万円
　平成27年 4 月に予定される『子ども・子育て
支援新制度』の開始に向け、市の制度の運営内
容などを協議するため、子ども・子育て会議を
開催します。

地域による学校支援の実施　 283万円
　地域住民や教育関係者の協力により、中学校
区ごとに地域の特色を生かし、学校を支援する
事業を実施します。

【新規事業】
コミュニティスクールへの活動支援 60万円
　学校・保護者・地域により組織する『コミュ
ニティスクール』の活動（登下校の見守り、社
会体験行事の実施、教育関連講座の開催）を支
援します。

【新規事業】
民間委託によるのぞみ園の運営 4,155万円
　より専門性の高い療育を行うため、のぞみ園
の運営を民間事業者に委託し、障がい児への自
立支援を強化します。

【新規事業】
子ども・子育て支援事業計画の策定 285万円
　平成27年 4 月に予定される『子ども・子育て
支援新制度』の開始に向け、子ども・子育て支
援事業計画を策定します。

子育て分野【子育て支援体制の充実】

教育分野【地域参加による教育体制の構築】

働きながら子どもを育てるって
大変ですよね…

子どもが大きくなったとき、安心して
学校に通わせることができるかしら…

共働き世帯でも安心して子育て
を行えるよう、子育て世代への
支援を行います。

安心して子どもを学校に送り出せるよう、
地域全体で子どもを育むための取り組み
を行います。

市
は
、
景
気
対
策
か
ら

子
育
て
ま
で
、
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
行
う

ん
で
す
ね
。

市
の
予
算
の
仕
組
み
が

少
し
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

市
は
、
平
成
26
年
度
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
滞
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
事
業
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

この特集に関する
問い合わせは…
財政グループ
☎85１３３１
思85１１０８

Ｅメール
 fi n@city.noboribetsu.lg.jp
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